
生涯学習制度
2022年からの制度について

神奈川県理学療法士会
学術局 新人教育部
部長 藤田峰子
（神奈川県立保健福祉大学）



コンテンツ

1. 変更された新生涯学習制度の背景と概要

2. 登録理学療法士とは

3. 前期研修

4. 後期研修

5. 認定理学療法士、専門理学療法士

6. 生涯学習制度の情報の確認方法





現制度に移行した背景

• 斎藤秀之PT協会長：生涯学習に精通していた

• 理学療法士の急激な増加とともに質の低下の指摘

• 病院経営者・厚労省からの卒後教育・現場教育の問題視

• 協会員からの卒後教育内容の批判

• 介護保険領域・介護予防領域などの職能の広がりに対応不十分

• 新人教育終了後の自己研鑽の自主裁量の限界

週刊医学界新聞（通常号）：第3455号より

理学療法士が社会に認めてもらう
必要性



卒前教育との関係

「理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則」が改正
（2018）

• 臨床実習

①単位数の増加

②臨床実習指導者要件が変更

③診療参加型臨床実習

「基本的理学療法を助言・指導を受けながら行えること」
を卒前課程修了時点の到達目標

• 卒業時の学生のスキル⇔乖離⇔新人に求めるスキル

• 組織的・計画的な新人理学療法士職員研修が実施されて
いない場合、新人職員が職場に上手く適応できず

→休職や早期離職の⼀因となる可能性がある



生涯学習制度の第1の目標

登録理学療法士

•日本理学療法士協会から付与される称号

•学会の座長や講師などの活動が可能

PT協会HPより抜粋



生涯学習制度の第1の目標

登録理学療法士

条件

① 理学療法士として５年以上の実践経験を有する
者

② 日本理学療法士協会が定めた150時間以上のカリ
キュラムを終了した者

前期研修
（最短2年間）

後期研修
（最短3年間）

登録理学療法士



登録理学療法士になる必要があるのか

• 理学療法士は、医療の進歩に後れをとらないよう生涯にわ

たり研鑽を重ね、知識・技術をUpdateしなくてはならない

• 登録理学療法士は、生涯学習制度の基盤となるもので、卒

後５年間は、多様なニーズ・障害像に対応できる能力を育

成し、更新・継続することによりジェネラリストとしての

能力を高めなければならない

• 多様な領域で標準的理学療法を臨床実践できることで、理

学療法の質を高め、社会に対して理学療法士の質を保証す

るとともに、国民の健康・福祉の増進に寄与する必要があ

る



前期研修

到達目標：必要に応じて指導を求め、基礎的理学療
法を実践できるレベル

修了要件：A～Dのカリキュラム（54コマ計81時間）

前期研修

座学：22コマ（33時間）
実地研修：32コマ

（48時間）

履修目安：2年間

講座名 コマ数
（90分/コマ）

A：初期研修 6（9時間）

B：理学療法の基礎 6（9時間）

C：理学療法の専門性 10（15時間）

D：実地研修 32（48時間）

前期研修





到達目標
・協会の定める生涯学習システムに沿って学習できる。
・問題意識をもち、自己評価及び他者評価を踏まえた自己の学習課題を明確にできる。
・課題の解決に向けて必要な情報を収集することができる。
学習目標
・生涯学習の意味と必要性を理解し、自己のキャリア形成とジェネラリズムが基盤となりそのう
えに専門性が成り立っていることを理解する。
・キャリアデザインの意味を理解し、理学療法士としての自らのキャリアラダーを考える。
・協会が作成した生涯学習制度の意義と目的を理解し、他職能団体の生涯学習制度との違いを理
解する。

前期研修カリキュラム（A）
講義テーマ コマ数 修了要件 研修形式

A-1 職業人と倫理 1（1.5時間）

6コマ
（9時間）

対面
または

eラーニング

A-2 協会組織 1（1.5時間）

A-3 人間関係および接遇 1（1.5時間）

A-4 理学療法における関連法
規

1（1.5時間）

A-5 理学療法における情報管
理

1（1.5時間）

A-6 生涯学習について 1（1.5時間）



前期研修（ A～C ）の受講方法

• 申請（申し込み）者：前期研修者

• 申請方法：マイページから事前登録

• 受講費：無料（対面・eラーニング全て）

• 履修順序は問わない

• 受講方法

（1）都道府県理学療法士会開催の対面またはオンライン研修会で受講

◆各都道府県士会において、前期研修の対面研修会を開催

（神奈川県理学療法士会では、令和５年度のA～Cの研修会予定なし）

（2）eラーニングで受講する

◆パソコン等から講義動画を視聴し、eラーニングで講義を受講

◆都合の良い時間で学ぶことができる

◆入会1年目の会員のみ、eラーニングは9月から受講可



D：実地研修（OJT）

主体的に確認





• 申請者：前期研修者

• 基本的な流れ：受講申請→実地研修を開始

（受講申請前に実地研修を開始した場合も、受講途中または終了後
に申請されても、受講は有効）

• 開始時期や担当の実地指導者等については、自施設の施設会員代

表者（登録理学療法士であり、施設の管理者またはリーダー的役

割を任されている理学療法士会員の代表者）に確認して、具体的

に進める

• 自施設での実地研修受講であっても、マイページからの受講申請

が必要

• 所属会員に登録理学療法士取得者がいる場合、自動的に「D-１：

イ」に分類されます

前期研修（D-１イ＆ロ）の受講方法



推奨されるOJT

•新人理学療法士職員研修ガイドライン（初版） 
(japanpt.or.jp)

•Ⅴ．新人理学療法士職員研修の進め方（p15）

•所属施設での職場内教育を指し、通常勤務時間
内に行われる研修





受講区分の確認方法





受講申請方法











前期研修（Dｰ２）の受講



• 申請者：前期研修者

• 32 コマが履修でき、本要件のみで実地研修を修了が可能

• 見学施設はPT協会で事前に認定した施設のみが対象

• 見学受入施設⼀覧（PT協会HP）から希望する施設を選択する

• 研修内容、見学可能な日時やコマ数は各施設に委ねられている

• 具体的な研修内容等の詳細が知りたい場合、各施設の見学受入担
当者への直接問い合わせ

• 見学希望申請の前に問い合わせを推奨

• 希望日時と受入可能日時の不⼀致や施設の状況等により、受入が
難しい場合や希望するコマ数を見学研修できない場合もある

D-2例１： 他施設での見学研修 

受け入れ施設：182施設（神奈川県8施設（2023年3月））





• 申請者：前期研修者

• 最大 31コマ/32コマが履修可能（31コマ＝7.5 時間相当）

• 残る１コマを 「他施設での見学研修」もしくは「症例検討会の
聴講」にて履修する

• 受講順序の指定はないが、継続した内容があるため、順番に視聴
することが推奨

• 視聴確認のための各テストがあり、正解したらコマは修了となる

• 正解するまでチャレンジすることができる（解答回数制限なし）

D-2例２と3： e ラーニング



• 開催者：登録理学療法士（士会承認）または、神奈川県士会等（士会主催）

• 申請者：前期研修者

• １症例×聴講３回＝１コマ

• 本要件では１コマ分が履修可能（※６回聴講されても１コマの履修となる）

【留意事項】

• 聴講する前に、前期研修「B-５（症例報告・発表の仕方）」の履修が必要

• 未履修のまま聴講されても履修とはみなされない

• 後期研修「E：領域別研修（事例）」として開催される症例検討会の「聴
講」が対象で「発表」は対象外となる

• 上記以外として開催される症例検討会は対象外

• 後期研修「E：領域別研修（事例）」は、下記のどちらで聴講しても構わな
い

→「都道府県理学療法士会が主催する症例検討会」

→「都道府県理学療法士会が承認した症例検討会」

D-2例3と4：症例検討会（後期研修E）の聴講 

30分以上



後期研修
到達目標：多様な領域で標準的（スタンダード）理学療法を
臨床実践でき、学生や後輩を指導できるレベル

修了要件：前期研修終了後に受講したA～Fのカリキュラム
（51コマ計76.5時間）＋実地経験3年（在会会員として勤務先
登録済みにて36か月）

後期研修
座学：51コマ（76.5時間）
A:臨床推論
B:臨床疫学
C:領域別研修(座学)
D:関連領域
E:領域別研修(事例),(育成)
F:最近の知見
実地経験：3年程度(6000時間相当)

履修目安：3年間

講座名 コマ数
（90分/コマ）

A：臨床推論 4（6時間）

B：臨床疫学（演習） 4（6時間）

C：領域別研修（疫学） 19（28.5時間）

D：関連領域 5（7.5時間）

E：領域別研修（事例） 6（9時間）

E：領域別研修（育成） 5（7.5時間）

F：最近の知見 8（15時間）





後期研修の受講方法
• 申請者：前期研修者

• 受講費：1コマ＠300円

• セット価格＠2,000円（含まれる講義29コマ）

• セット価格はeラーニングのみに設定された価格

• 対面の場合は異なる

• A、C-1～C-4はセットには含まれない

• 対面研修（都道府県理学療法士士会主催）：1コマ＠300円

• 履修順序は問わない

• E-1～E-3（事例）症例検討会：無料

• E-1～E-3の症例検討会（士会承認症例検討会）は、座長（登録理学療

法士）による事前申請が必要

講座 コマ数

B 4/4コマ

C 5/19コマ

D 5/5コマ

E
（育成）

5/5コマ

F 10/10コマ

セットに含まれるe-ラーニング



E：領域別研修（事例）＝症例検討会

士会承認 士会主催

開催頻度 主催者の判断 年3回（各領域1回）

主催者 各所属病院/ブロック 神奈川県士会新人教育部

事前申請方法 不要な場合が多い マイページからの申請

当日参加方法 JPTAアプリによるQRコードの読み取り

参加費 無料

症例検討会の時間 30分/1症例 以上

修了するまでに必要
な参加症例数

1症例発表→1コマ（3時間）
1症例聴講→1/3コマ（9時間）

E-1：神経系理学療法学（2コマ）
E-2：運動器障害系理学療法学（2コマ）
E-3：内部障害系理学療法学（2コマ）



神奈川県士会ルール
• 発表者名
• タイトル
• 参加者人数
• 2週間前までに申請をお願いします！



登録理学療法士取得率

100％ ジェネラリスト
（5年更新）



登録理学療法士（ジェネラリスト）

• 最短5年の研修が修了すると、その年度末に登録理学療法

士に自動更新となる（更新機会は年1回）

• 5年ごとに更新する生涯学習を明確化し、『更新』し続け

ることであり、継続的に自己学習・研修を行う

• どのような環境（居住地域、多様な働き方・職場環境、

ライフイベント等）であっても、オンライン等にて更新

し続けることができる仕組み

• 活動対象期間：登録理学療法士取得日～最終年度の 12 月

末日まで



更新のための要件

【要件１】
合計50ポイントの取得が必要
（6回目以降は10ポイント）

【要件２】
協会が主催する研修に参加

受講費：2,000円  初回研修：2026年









認定理学療法士・専門理学療法士

•登録理学療法士の維持が基本＋ONE

•スペシャリストとしての能力開発

•認定理学療法士：臨床実践分野において秀でた
理学療法士

•専門理学療法士：学問的指向性の高い理学療法
士

•希少価値のある認定資格として位置づけている



まとめ
• 新生涯学習制度は、社会に認められるための質の向上を目指す

• 前期研修・後期研修で５年かけ、登録理学療法士になる

• 前期研修にはOJTが含まれていて、自施設の施設会員代表者に確

認して進める

• 症例検討会は必須であり、30分以上の開催の場合認められる

• 登録理学療法士はジェネラリストとして位置づけられている

• 専門・認定理学療法士はスペシャリストとして位置づけられて

いる

• これらは、並列となり、ともに継続的な5年更新が必要

• 認定・専門理学療法士を取得していたら、HPでアピールOK！



新生涯学習制度に関する情報

•日本理学療法士協会・神奈川県理学療法士会

→HP

→ニュース「JPTA」「KPA」

→ソーシャルメディア

→会員マイページ
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